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四つのテスト
●真実かどうか　
●みんなに公平か　
●好意と友情を深めるか　
●みんなのためになるかどうか

  ２００９～１０年度
  第２６５０地区のテーマ
『育てよう人』
  国際ロータリー第２６５０地区
  ガバナー　富田謙三
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第30回 2月16日 
通算1495回

▼次項へつづく

１.開会の点鐘　17時30分
２.ソング
　「それでこそロータリー」
３.お客様の紹介
４.会務報告
５.卓話　中澤　静男　氏　
　 奈良市教育委員会・指導主事
　 「世界遺産から未来を」
６．閉会の点鐘　18時30分

例会プログラム

２００９－２０１０／３０
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例会状況報告
第29回 2月9日 
通算1494回
Ｒ.Ｃ.は出席から 1494回　
●会員数         　69名　　
●出席免除者数　　 21名
●出席者数　　　　 55名
●補填者数　　　　　－
●出席率　　　　 87.0％

1492回の修正　
●会員数         　69名　　
●出席免除者数　　 21名
●出席者数　　　　 45名
●補填者数　　　　  6名
●出席率　　　　 93.1％

1492回例会
＜会長報告＞
　今日、新聞に次期華厳宗管長、東大寺第220世別当に北河原さんが選出されたという記事
が載っておりました。記念すべき平城遷都1300年を迎える年に、管長になられるというこ
とで、大変おめでとうございます。
　今日は特別に会長報告というのはございませんので、少しデジカメの話をさせて頂きた
いと思います。デジカメというのは、今では本当にポピュラーになりまして、どなたでも
使っている、という感じになっている訳ですが、我々は元々フィルムの現像をしておりま
したので、大変辛い時代が来ております。このデジタルカメラと申しますのは、皆さんも
うご存知のように、CCD（画像素子）と画像処理エンジンというものが、主な心臓部となっ
ています。CCDというのはフィルムカメラで言うとフィルムに当たる物で、それに感光させ
て画像処理エンジン等のソフトでもって画像にファイルする、というのが大きな特徴です。
デジタルカメラはCCDの高画素化が進みましたが、最近では単なる高画素化だけでなく、い
かに優れたエンジンを積んでいるか、ということで価値が決るという時代になっておりま
す。昔は画像エンジンは一定のものを使っていたので、CCDの高画素化が進むとなかなか次
のシャッターがきれない、時間がかかるということになっておりましたが、最近は各メー
カーがそれぞれ専用のエンジンを開発し、搭載しております。そういう訳で、メーカーに
より少しずつ違いがあります。画質、色彩、全てが違うということで、各メーカーが特徴
を売り出してやっています。ですから、デジカメと言いますのは、全てが同じではなく、
少しずつ違う、ということです。そして、画像エンジンが効率化され、非常に高度なもの
になりました。その結果として、現在はどんなデジカメでも大体動画が撮れる、画像処理
が速いため連続的に撮影できる、ということになっております。これからもどんどん進ん
でいくという風に思います。ところが、そういったデジカメでも一つの限界があり、フィ
ルムでいうと35ミリサイズ、APSサイズが最大の大きさになります。フィルムでは、それよ
り大きなものがあります。ですから、我々が日常使う分には全く影響はないですが、大き
くプリントするにはフィルムにはなかなか叶わない面もあります。それから、フィルムと
デジカメの決定的な差というのは、デジカメのCCDというのは平面に素子が並んでいるので、
それをいかに細かく並べるか、どのように並べるか、というのがCCDの技術になりますが、
フィルムの場合はそれが立体的になり、それぞれのRGB、三色が三層になっております。勿
論フィルムとデジカメは違いますが、単純に画素で比較すると、フィルムの方が圧倒的に
細かい、ということになります。ただ、デジカメの方が色々な意味で優れた部分が多い訳
ですから、これからはデジカメが主流になると思います。

春の唐古遺跡
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委員会報告
潮田国際奉仕委員長
皆様方にもご案内があったかと思いますが、国際ロータ
リー第2650地区モントリオール大会参加の申し込みと
2650地区親睦夕食会の参加のご案内が来ております。参
加される方はこちらの方によろしくお願いします。それ
ともう一点、平城遷都1300年記念特別事業として「日本・
ウズベキスタン国際シンポジウム」が2月17日（来週水曜
日）、奈良大学の講堂で行われます。仏教美術等に興味
のある方等も非常に面白い話が聞けるのではないかと思
います。国際奉仕期間として、できるだけ多くの皆様の
参加をお待ちしております。

囲碁同好会・髙野会員より
先週もご案内させて頂きましたが、本日より囲碁の会を
立ち上げさせて頂きたいと思います。先週、例会後この
前のロビーで開催するとご案内しましたが、場所が変わ
りまして旧館のロビー（新聞等が読める所）で、奈良ホ
テルさんのご協力を得まして開催させて頂きたいと思い
ます。初心者大歓迎です。これから、第二・第四例会の後、
やっていきたいと思いますので、多数ご参加頂きますよ
うよろしくお願いいたします。

幹事報告
地区大会の集計表を回しますので、①（登録内容に）間
違いがないか、②昼食のご利用、③登録料のお支払い、
の三点についてご確認頂きますようお願いいたします。

ニコニコ箱　本日計 49,000円　累計　1,730,000円
榧木　八洲夫君　２月７日に、下の娘の結婚式を無事に終えることができました。やれやれです。
小西　敏文　君　地区国際交流委員会委員長、中窪様　本日の卓話よろしくお願いします。
土谷　宗一　君　中窪委員長　卓話ありがとうございます。
武藤　廣茂　君　中窪様、本日は卓話ご苦労様です。よろしくお願い致します。
東田　幹章　君　三峰山山歩きでは大変お世話になりました。仲間の友情に感謝致します。
橋本　和典　君　北河原様　東大寺220世別当御選出おめでとうございます。またこの度の修二会御参籠有難うございます。

どうか健康に留意されまして私達の平安をお守り下さい。
有井　邦夫　君　北河原様　東大寺220世別当御選出おめでとうございます。
北神　徳明　君　北河原さん　東大寺第220世別当御選出おめでとうございます
大塩　栄作　君　北河原さん　新聞発表を見ました。お目出とうございます。
佐川　肇　　君　北河原様、この度は管長でご選出決定お目出度うございます。　宮西様、この度は大変お世話になりま

した。
多田　実　　君　北河原さん　東大寺別当選出　おめでとうございます
山本　尚永　君　北河原様　東大寺第220世別当御選出おめでとうございます
武中　洋勝　君　北河原様　東大寺220世別当御選出おめでとうございます。ニコニコ協力。
増井　義久　君　北河原様　東大寺220世別当御選出おめでとうございます。
野上　利樹　君　ニコニコに協力！
冨川　悟　　君　北河原さん、次期華厳宗管長に選出決定、おめでとうございます。お祝い申し上げます。

例会変更
桜井ロータリークラブ
・３月１０日（木）・・・定款第６条第１節Ｃにより休会。
　※�ビジター受付は、１２時～１２時３０分まで例会場（桜井市まほろばセンター）にて行います。
京都山城ロータリークラブ
・３月１０日（木）12：30～13：00→11：00～14：00（創立２０周年記念式典の為）
　　　　　　　　　　　　　　　　　於：リーガロイヤルホテル京都
　※�ビジター受付は行いません。

・福村　浩之　様（奈良ＲＣ）
・藤井　康誠　様（奈良ＲＣ）
・呉服　弘晶　様（奈良東ＲＣ）

本日のお客様

榧木さんご令嬢結婚祝い
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国際交流を通じて感動を！
R.I.第２６５０地区ロータリー国際交流（R.I.国際大会推進）委員会　

委員長　　中窪　啓司 氏　

　こんにちは。地区ロータリー国際交流委員会の中窪です。日頃、地
区の活動に対しましてご理解とご協力を賜りまして有り難うござい
ます。
当委員会は、国交流事業を企画・実施し、より多くの地区内のロータ
リークラブ、ロータリアンの皆さんに参加して頂き、国際理解を深め、
国際平和の推進をはかることを目的としております。また、それが
更に国際的な奉仕プロジェクトに発展するよう努めております。
ところで当委員会は、
①　友情交換プログラム
②　姉妹・友好提携推進プログラム
③　国際大会推進プログラム
の3つを中心に活動しております。

1）�『①　友情交換プログラム』とは、ロータリアン家族が他国の地
区のロータリアン家族と互いに相手地区を訪問し合い、ホームステ

イを通じて、国際理解と友情を深め、平和を推進するプログラムです。訪問する側は、相手地区までの交通費のみを負担
し、滞在費は全て受け入れる側が負担するものです。
今年度は、スペインR.I.第２２０１地区と友情交換プログラムを実施し、１０月１５日から１０月２２日まで訪問し、４
月２日から４月６日ごろまで受け入れる予定です。今回の参加者は、橿原ロータリークラブの会長の永田昌三様・圭子様
ご夫妻、湖南ロータリークラブの徳島りつ子様と妹さんの辰野重子様、湖南ロータリークラブの長谷川正勝様の奥様の長
谷川瑠美子様と私たち中窪夫婦、それと通訳としてスペインからの米山奨学生のイレネ・ゴンザレスさんの計８名でし
た。今回の友情交換プログラムでは、米山奨学生のイレネさんには心から感謝しております。英語を話す方が少ないスペ
インのロータリアンとの言葉の障害を払拭し、また私たちの色々な希望を叶えてくれました。まさに、R.I.第２６５０地
区とR.I.第２２０１地区との懸け橋となってくれました。
私たちはスペインに滞在中、カスタージャレオン地方を中心にバジャドリッドＲＣとサラマンカブラザマジョールＲＣ、
セゴビアＲＣを訪問し、どこでも大歓迎を受けました。そして、心のこもった家庭料理、また、大聖堂や博物館、ワイナ
リー等への観光はもちろん、私たちの職業に関連する有名なイベリコ豚の生ハムの豚の屠殺から製造までの一連工場や製
材工場、裁判所も見学させて頂き、大変勉強になりました。
また、バジャドリッドＲＣでは会員がオーナーであるホテルの厨房・部屋をお借りして、日本からのメンバーが大奮闘し
日本料理を作り、和食パーティーを行いました。天ぷら・肉じゃが・そば・おにぎり・葛餅はじめ和菓子・お茶、どれも
好評で、日本の食文化を少しでも伝える事が出来たのではないかと思います。
ここで、参加して頂いた方達のコメントを紹介させて頂きます。

ロータリークラブとして、これほど暖かく心のこもった受け入れをして下さるとは思ってもみませんでした。言葉は通じ
ませんでしたが、心は十二分に通い合うことが出来ました。これも米山奨学生のイレネさんの尽力のお陰です。スペイン
ロータリアン来日の折にはこの友情をさらに発展させたく、今から心待ちにしています。

橿原ロータリークラブ　永田　晶三
スペインのことをもっと知りたい、日本のことをもっと知って欲しい、という気持ちと、言葉は通じなくても気持は通じ
るのだ、という心地良さとをいつも感じていた滞在でした。でも、イレネさんの存在は百人力でした。暖かく迎え入れて
下さったスペインの方々の数々のお心遣いに心から感謝します。

永田　圭子
今回の旅で感じた事は、スペインは素晴らしい国ですが、そこに住んでいる人たちが素晴らしいからだと感じました。ロ
ータリアンの友情に感謝致します。

湖南ロータリークラブ会員の奥さん　長谷川　瑠美子
今回、国際交流委員会の役割が実感できるようなスペインとの友情交換プログラムでした。心から歓迎して頂き、今度は
この人たちの為に何が出来るかと真剣に考えられる交流となりました、受け入れて下さったスペインのロータリークラブ
の皆様に心より感謝申し上げます。

湖南ロータリークラブ　徳島　りつ子
バジャドリッドでの国際交流は大変素晴らしかったです。
ホームステイでは、通訳本を片手に気持を伝える。これぞ交流！
市場見学・職場訪問・文化遺産の観賞など盛りだくさん。例会での交流は和食の調理紹介。ロータリアンのパスカルさん
のギター演奏に感動しました。

徳島さんの妹さん　辰野　重子

友情交換プログラムには、言葉は通じなくても普通の観光旅行では味わえない体験と感動があり、そして友情が生まれま
す。今まで、オランダ、モンタナ、ニュージャージー、ドイツ、カナダ、スペインとの友情交換プログラムに参加してま
いりましたが、今でも連絡を取り合っています。
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2月23日　卓話  中奥雅巳会員　「コンピューターの使い道」
               堀内眞治会員　「私の会社の過去と未来」
　

次週の例会

●会報・ＩＴ委員会／谷川千代則　藤井正勝　野上利樹  ●Webmaster／谷川千代則

次年度は、ビチャイラタクル元R.I.会長が所属するタイのトンブリＲＣの地区
と実施する予定です。またご案内ささて頂きますので、是非、ご参加頂きます
ようお願いいたします。
2）�次に『②　姉妹・友好提携推進プログラム』は、地区各クラブの姉妹友好
提携の状況を把握し、提携を推進・充実するよう支援するものであります。
今年度の初めに全クラブに対しアンケートを実施したところ、海外との未提携
クラブが３１クラブあり、７クラブが提携を希望している事がわかりました。
現在、韓国、台湾のクラブから提携希望があり、提携希望クラブに紹介させて
頂いているところであります。また、R.I.第２６５０地区には、ハワイR.I.第
５０００地区内のクラブとの提携を希望するクラブが３クラブあり、ハワイ側
へ紹介をお願いしているところであります。また当地区は、ハワイR.I.第５０
００地区と２００７年に地区同士の友好提携を締結し、毎年相互に短期の青少
年交換プログラム、地区大会参加を実施しております。今年度は６名の申し込みがありましたが、選考面接によって２名
を派遣しました。８月に短期青少年交換プログラムとして、橿原ロータリークラブ申し込みの米田由佳里さんと京都洛東
ロータリークラブ申し込みの倉元瑠菜さんを派遣しました。今年度６月位にハワイから青少年を受け入れ予定となってお
ります。短期青少年交換は、成長期に約１カ月他家で過ごすことで大きく成長し、また休暇を利用したプログラムである
ため、本国での学業にも支障を与えません。
また、今年度R.I.D５０００の地区大会が例年より早く９月２５日からホノルルで開催され、当地区から山本和秀ガバナ
ー代理（京都山城ＲＣ）、山田高士様（京都南ＲＣ）、広瀬茂様（京都南ＲＣ）、小森一宏様（京都中ＲＣ）と私（平城
京ＲＣ）が参加してまいりました。ハワイの地区大会はカジュアルなもので大変楽しく、日本とは違い途中で帰る人は殆
どありません。またご案内させて頂きますので、ハワイR.I.第５０００地区との交流事業に是非ご参加をお願い致しま
す。
3）�『③　国際大会推進プログラム』は、R.I.最大の行事であり、全ロータリアン、特に次期R.I.、地区、クラブの役員
を鼓舞し、意欲を喚起させる目的で開催される国際大会に、より多くのロータリアンが参加して頂くよう推奨するもので
す、今年度はカナダ・モントリオールにて６月２０日から６月２３日まで開催されます。１１月７日京都テルサにおいて
国際大会説明会を開催しましたところ、多数のクラブからご参加頂きまして有り難うございました。当日は、福井パスト
ガバナー、高井一郎平城京ＲＣ会員のご講演、ＤＶＤ放映、旅行者４社の案内等を行いました。
当委員会は、国際大会を中心とした、しかも大変人気のあるモントリオールの町を知ることが出来、大変低価格な独自の
ツアーを説明会後全クラブにご案内させて頂いております。是非ご確認下さい。また、本会議の前日の夕刻より、当委員
会主催のR.I.第２６５０地区親睦夕食会を開催致します。これは、富田ガバナーを慰労し、栗田ガバナーエレクトを励ま
すとともに、国際大会参加の地区ロータリアン同士の親睦を目的とするもので、皆さんに楽しんで頂けるようケベック民
族舞踏ショーなど趣向をこらしておりますので、是非ご参加下さい。さらに、今年度は初めて友愛の家でR.I.D２６５０
のブースを設けて、地区の素晴らしい活動を世界のロータリアンに紹介したいと考えておりますので、是非、足をお運び
頂きますようお願い致します。
本日、当委員会が企画しました国際大会のツアーと地区親睦夕食会の資料を配布させて頂きました。３月３１日が割引登
録料ＵＳ＄３４５期日です。皆様の国際大会へのご登録をお待ちしております。
以上、当委員会の活動をお話させて頂きましたが、国際交流の主役は、各クラブ・各ロータリアンの皆さんです。当委員
会がご提案させて頂きます種々のプログラムに是非ご参加頂き、ロータリー人生を充実したものにして頂きたいと思いま
す。

会社の未来像　中條　章夫
　我社も世の中（世界中）も競争、競争で明け暮れていた。現在も大部分の企
業では競争が続いている。我社は４～５年前から価格競争はしないと経営計画
書に書き入れ、現在に至っている。競争は罪悪であると思う。なぜなら勝ち負
けが出来るからである。全人類に勝ち負けの無い世の中にしなければならない。
　家庭に置き換えれば、良く分かることである。お父さんとお母さんが競争し
て、勝った人が食べることができ、負けた人が食べられない。兄弟で競争して
勝った人だけが品物を与えられ、負けた人は無しである。こんな事はおかしい
と思いませんか。これが今の世の中で起こっている現象です。すべての人が幸
福になるのが当たり前の世の中でなければならない。
　我社は競争するのではなく、お客様に選んで買っていただく自社商品を作る。
５年以内に、残業０・週休２日制・店舗は週１回を休店日とし、給料は１．５倍にアップする。つまり週５日出勤で、１
日８時間の労働を実行することを目標とする。
　これからの時代は、もっと自分の時間を大切にしよう。毎日を楽しんで送ることが人間として大切ではないか。仕事
は、自分の人生をエンジョイする道具であり、仕事イコールお金だけでは良い人生は送れない。毎日、時間に追われるの
ではなく、ゆとりを持って時間を大切に使う生活が最高である。１日を３つに分けて考える。８時間は睡眠に、８時間は
仕事に、残りの８時間は食事そして趣味と自由な時間を過ごす。１週間の内、２日間は、自分のしたい事を思い切ってし
てください。
　人生は楽しむためにある。そのためには、みんなでお客様に喜んで買っていただける商品の開発をしよう。
　全員がその気になれば必ず目標は達成される。

　自分を好きになるということは

　　他人に優しい自分に出会うということ


